
福祉のこころ（後期） 

漢字検定の受検結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進取のこころ 令和５年１２月２１日発行 

県立多可高校 第５０回生 

学年通信 

第 ７ 号 

 ※学年通信のタイトル「進取の精神（こころ）」の由来は、校歌の第１番からです。 

  進取（しんしゅ）とは、慣習などにとらわれず、進んで新しいことに取り組もうとすること 

  という意味があります。 

  今後も、漢字検定対策を行いますが、新たな資格取得にも挑戦していってください。 

 

今後の予定 
 

 １２月２２日（金）終業式、冬至（とうじ） 

    ２４日（日）フレンドシップコンサート（於：ベルディーホール） 

  １月 ６日（土）小寒（しょうかん） 

     ９日（火）始業式 

    １０日（水）課題考査（１～４限）、通常授業（５限～） 

    １４日（日）創立記念日 

    １７日（水）阪神・淡路大震災追悼行事 

    １９日（金）令和５年度高校生心のサポートシステム発表会 

    ２０日（土）大寒（だいかん） 

    ２２日（月）教育相談 

    ２４日（水）教育相談 

    ３１日（水）教育相談 

  ２月 １日（木）４５分×６限、全校集会（７限） 

     ２日（金）３年生の受験体験を聞く会（６限） 

     ４日（日）立春（りっしゅん） 

     ６日（火）教育相談 

     ９日（金）漢検 

    １３日（火）４０分×３限、大掃除（４限）、１２：１５生徒完全下校 

    １４日（水）生徒休業日 

    １５日（木）特色選抜入試 

    １９日（月）雨水（うすい） 

    ２０日（火）学年末考査【～２７日（火）】、教育相談 

    ２７日（火）卒業式予行 

    ２８日（水）卒業式 

    ２９日（木）テスト返却、介護職員初任者研修説明会、教育相談 

 １０月より、金曜日の５限、「福祉のこころ」という多可高の特色ある授業において、

後期の取り組みが始まりました。学年を５つのグループに分け、１グループ２時間ずつの

ローテーションでリレー講義を実施しています。パラスポーツ（座学・実技）と総合的な

探究のための基礎（小論文・プレゼンテーション）の構成で行っています。 

 パラスポーツとは、障害のある人のために考えられたスポーツや障害の有無に関わらず

取り組めるスポーツについて広く表す言葉です。また、Paraは「並行する」の意で、「も

う一つのスポーツ」を表します。 

 

◆パラスポーツの歴史・種類、動画（アニ×パラ NHK for School）の鑑賞 

◆ボッチャ【ヨーロッパ発祥】 

 ボッチャという競技は、重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障害者のために

考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種目である。ジャックボール（目標球）と

呼ばれる白いボールに、赤・青のそれぞれ６球ずつのボールを投げたり、転がしたり、他

のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競う。 

◆ローリングバレーボール【兵庫県立播磨養護学校発祥、現・県立播磨特別支援学校】 

 １チーム６人で対戦し、前衛の３人は座位で競技をし、後衛の３人は立位で競技をする。

健常者は２人までは入れるが、後衛に位置する。障害者と健常者の混合チームが理想で、

重度な障害者も参加できる。ボールは転がすことが大切なポイントで、ローリングバレー

ボールという名称はこの「玉を転がす」というところからきている。 

◆小論文 

◆プレゼンテーション 

 １１月１０日（金）放課後、事前の検定対策を行った上で、全員が漢字検定を受検しました。

漢字は、日常生活を営む上で本当に大事です。将来、ずっと日本で過ごすなら、漢字を知らない

と生活に支障が出てきます。漢字の読み書きを確実に身につけていきましょう。 

   準２級：１名合格   ３級：７名合格   ４級：１７名合格 


